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は  じ  め  に 

 
 県の試験研究機関は、社会経済情勢等の変化や県民ニーズに的確に対応する

とともに、効率的かつ効果的な試験研究の推進と成果の迅速な普及に努めてい

くことが求められています。 

このため、千葉県では平成１５年度からすべての試験研究機関を対象に評価

制度が導入され、試験研究機関全般の評価を行う千葉県試験研究機関評価委員

会のもとに研究課題を評価する試験研究機関課題評価専門部会が設置されてい

ます。 

当専門部会は、畜産関係の専門家４名で構成され、畜産総合研究センターに

おける研究課題の評価を実施しています。 

畜産総合研究センターでは、千葉県農林水産業試験研究推進方針で定めた７

つの基本目標に基づき１８の大課題を設定し、先端技術を活用して安全で高品

質な畜産物を効率的に生産するため、畜産農家が求める生産性の高い革新的な

技術や、地域資源の循環利用を中心とした環境に調和した畜産技術の開発、こ

れらの導入による経営への効果の調査・分析等が行われております。 

今回は、畜産総合研究センターの試験研究課題７６課題の中から、農林水産

部所管試験研究機関課題評価実施要領に基づき、重点的な４研究課題（事前評

価２課題、事後評価２課題）について、畜産総合研究センターから説明聴取を

２回実施し、専門部会構成員が専門的見地から検討を行い、ここに報告書を作

成しました。 

今回の課題評価により、今後の畜産総合研究センターにおける試験研究がよ

り充実し、千葉県畜産業の振興に資することを期待いたします。 
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１ 畜産総合研究センター課題評価専門部会 部会構成員名簿 
 

区分 所属・役職 氏  名 

部会長 日本獣医生命科学大学 客員教授   板橋 久雄 

部 会 

構成員 
麻布大学 客員教授   元井 葭子 

  〃 社団法人中央畜産会 参与 伊佐地 誠  

  〃 
有限会社ユニオンホックセンター

代表取締役 
島田 栄雄 
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２ 課題評価結果 
 

（１）総 括 
    畜産総合研究センター課題評価専門部会においては、評価対象の各課題

について、その課題の必要性や重要性、研究計画の妥当性、研究成果の波

及効果・発展性などの評価項目ごとに評価するとともに、研究課題の採択

の可否または目標の達成度について総合評価を行った。また、研究課題の

より効率的・効果的な実施等に資するため、改善等が望まれる事項を所見・

指摘事項として取りまとめた。 

評価対象とした事前評価２課題については、生産現場や行政のニーズを

的確に把握した上で緊急性や必要性等を考慮して課題が設定されている。

また、研究課題としての重要性及び公共性が高く、県の研究機関が取り組

むべき課題であり、研究計画も適切であると評価した。 

事後評価２課題については、適切な研究計画のもと効率的に実施されて

おり、研究目標の達成度、研究成果の波及効果及び発展性が高いと評価し

た。 

各課題の総合評価結果は、下表に示したとおりであり、各研究課題の評

価項目ごとの評価と所見・指摘事項を含む詳細については、別添の課題評

価調書(兼)評価票のとおりである。 
 

研究課題名 泌乳期における栄養充足改善と泌乳持続性向上を目指す 
      飼養管理技術の開発 

区分 研究の概要 総合評価 

採択した方がよい。  
事 前 
評 価 

高泌乳牛では、分娩後から泌

乳最盛期までの泌乳初期には

飼料エネルギーの摂取が必要

量を満たせないため、乾乳期

（分娩前）にある程度の体脂肪

を蓄積させておき、泌乳最盛期

には穀物主体の濃厚飼料を多

給することが推奨されている

が、この飼養管理では、乳牛の

健全性や繁殖性の低下につな 

・個体差もあるので明確な結果を得る

には困難を伴うが、本試験により、

泌乳持続性に重きを置いた新たな高

泌乳牛の飼養技術が進展することが

期待される。 
・脂肪酸カルシウムによる泌乳初期の

栄養改善や泌乳持続性を目的にした

試験としてシステマテックな内容で

評価できる。ただし、泌乳初期のエ 
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区分 研究の概要 総合評価 

 
事 前 
評 価 

がり易い。そこで、従来の穀類多

給による高泌乳を目指した飼養

管理を見直し、高泌乳を維持しな

がらも乳牛の健全性を重視した

新たな飼養管理技術を開発する。

ネルギー不足予防の周産期管理は

総合的に対応することが重要なの

で、その点も試験で考慮すべきであ

る。 
・泌乳持続性のある乳牛改良も計画さ

れているが、一方で飼養管理によっ

て、生産性を上げる研究は意義があ

ると考える。 

 
 
 

研究課題名 腸内フローラ解析技術の養豚への応用 

区分 研究の概要 総合評価 

採択した方がよい。  
事 前 
評 価 

細菌に共通する遺伝子の塩

基配列（16sDNA 領域）をター

ゲットにした分子生物学的手

法を用いることにより、豚の腸

内フローラ（細菌叢）の変化を

解析するとともに免疫性につ

いて調査し、豚腸内フローラの

変化が免疫性に及ぼす影響に

ついて検討する。  
さらに、プロバイオティクス

等の資材の評価にこれらの技

術を利用し、効果的な投与時期

などの検討を行う。  

・この分野の周辺情報は多いので、よ

く整理し、豚でのフローラ解析技術

を確立することが重要である。これ

に基づき、生菌剤等の給与技術が普

及することが強く期待される。 
・プロバイオティクス資材投与によ

るフローラの定着性や免疫能の賦

与は、投与期間や前述した供試豚の

状態によって流動的に影響される

ので、試験のどの時点で有効性を判

定するのか明確にすることが重要

である。 
・効果の期待されるプロバイオティ

クス等の購入の指標になるもの

で、その研究意義が深い。 
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研究課題名 強制換羽方法の違いが鶏に及ぼす影響 
区分 研究の概要 総合評価 

計画通りの成果が得られた。  
事 後 
評 価 

産卵後期における産卵率・卵質

の改善のため、絶食により産卵を

一時的に中止させ、卵巣等の組織

をリフレッシュさせる強制換羽

が多くの農場で実施されている。

しかし、絶食による強制換羽は絶

食時の死亡鶏の増加、ストレスに

よるサルモネラの増菌、アニマル

ウェルフェアの問題等の課題が

あり、低タンパク・低エネルギー

飼料を給与しながら換羽を誘導

する方法が研究され、誘導換羽用

飼料として市販化され、使用され

始めてきた。 
そこで、誘導換羽用飼料給与と

絶食による換羽との比較を行い、

誘導換羽用飼料による換羽の優

位性、留意点を明らかにした。 

・生産現場での対応が求められてい

る状況で、本研究の成果は高く評価

できる。残された課題につき引き続

き取り組み、成果をあげることが望

まれる。 
・生産者にとって問題となっている強

制換羽時の経済的損失がほぼ解消

されるとともに、消費者サイドでは

食の安全の点で期待される成果が

得られた。 
・今後は、残った問題点を解決する

とともに、採卵養鶏場で、普及でき

るよう検討すべきである。 
・まずは、白玉卵産卵鶏について、

普及に移すべきものと考える。 

   
研究課題名 生米ぬかの添加水準の違いが黒毛和種去勢牛の脂肪質・ 
      食味性に及ぼす影響 
区分 研究の概要 総合評価 

計画通りの成果が得られた。  
 

事 後 
評 価 

平成 17～18 年度に実施した一

次試験では、ペレット化した生米

ぬかを肥育全期間にわたって濃

厚飼料に８％添加したところ、対

照区の脱脂米ぬか配合区に比べ

て、枝肉成績には遜色が無く、

ロース芯内脂肪中のオレイン酸

含量が増加し、官能試験では「柔

らかさ」「香りの強さ」で高い評

価を得られたが、尿石症の発症も

多かった｡  
そこで、今回の試験では、尿石

症を防ぎつつオレイン酸含量の

高い食味性の良い牛肉生産をめ

ざした生米ぬかの利用法を明ら

かにした。 

・安価な副産物を利用して食味のよ

い牛肉の生産が可能になったこと

は高く評価できる。ペレット化も

含めてこの技術が普及することが

期待される。 
・疾病（尿石症）を発症することな

く、食味性の高い牛肉を生産でき

るかが求められている限界の本飼

養技術である。疾病による支障が

発生すれば、技術普及が阻害され

るので、疾病対策とともに考慮し

ながら対処することを期待する。 
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３ 畜産総合研究センター課題評価専門部会開催日 
 
＜第１回＞ 
１ 日 時  平成２２年７月３０日（金） １３：３０～１６：３０ 
 
２ 場 所  蚕糸会館４階会議室 
 
３ 出席者 

（専門部会） 
  板橋久雄 部会長、伊佐地誠 部会構成員、島田栄雄 部会構成員 

（千葉県） 
  畜産総合研究センター 花澤センター長、小椋次長、 

山田企画環境部長、村野生産技術部長、 
青木市原乳牛研究所長、福島嶺岡乳牛研究所長ほか 

  畜 産 課            山端課長、伊藤生産振興室長ほか 
 
４ 内 容 
（１）畜産総合研究センターの研究課題評価について 
 
＜第２回＞ 
１ 日 時  平成２２年８月３１日（火） １４：００～１６：００ 
 
２ 場 所  蚕糸会館４階会議室 
 
３ 出席者 

（専門部会） 
  板橋久雄 部会長、伊佐地誠 部会構成員 
 （千葉県） 

畜産総合研究センター 花澤センター長、小椋次長、 
山田企画環境部長、村野生産技術部長、 
青木市原乳牛研究所長、福島嶺岡乳牛研究所長ほか 

  畜 産 課          山端課長、伊藤生産振興室長ほか 
 
４ 内 容 
（１）畜産総合研究センターの研究課題評価の取りまとめについて 
  


